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はじめに

　本稿は、前稿「新型コロナウイルス報道の評価」（『東洋大学社会学部紀要』第59–1号）に続き、

時間の経過に伴う、新型コロナウイルス感染症（以下、COVID–19）報道に対する受け手の社会的評

価の変化について、調査データをもとに検討したものである。

　前稿でCOVID–19報道に対する社会的評価について全体的な傾向を捉えたことに続き、本稿では、

その評価に関わると予測される変数と社会的評価の関連性に着眼した。

１．問題の所在

　日本国内でのCOVID–19に関わる報道は、中国・武漢での集団感染や国内初感染者を伝える2020年

1月中旬から徐々に増え始め、感染拡大の第5波を乗り越えた現在も続いている。

　COVID–19に関わる報道は、H.D.ラスウェル（1968：67）が指摘したコミュニケーションの機能の

1つ、社会環境の現状や変化に対して情報を伝え警告を発する「環境の監視」をある意味で担ってい

る。ただ、COVID–19に関わる報道のように長期にわたって時間的にも量的にも過剰な報道が続くこ

とは、情報の受け手である人びとの情報への接し方や報道に対する社会的評価に何かしらの影響1を

与えるのではないだろうか。

　こうした問いかけへの模索を含め、COVID–19とメディアとの関わりについての調査研究2が2020

＊　四方由美　宮崎公立大学、＊＊　川島安博　東洋大学現代社会総合研究所
＊＊＊　川上孝之　東洋大学現代社会総合研究所

１�　A.トフラー（1982：23–24、430–442）は、人間は処理しきれないほど情報にさらされると、かえって判断が
鈍る「情報過多」について指摘している。
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年以降、官庁をはじめ、放送局や新聞社、シンクタンクなどによって行われてきた。いずれの調査も

コロナ禍という社会状況を前提に設計・実施されたが、調査結果を公表する時点で、人びとの

COVID–19報道に対する評価や考え方にみる時系列的な変化を追うことは想定していない3。

　それゆえ、前稿「新型コロナウイルス報道の評価」（『東洋大学社会学部紀要』第59–1号）では、

2020～2021年にかけて実施した3回の調査データをもとに、⑴新聞、テレビ、ニュースサイトからな

る主要ニュース・メディアの利用状況、⑵COVID–19に関する情報源、⑶COVID–19報道に対する評

価、⑷マスコミおよびインターネットに対する評価に着目した分析を行い、COVID–19報道に対する

受け手の利用と評価の時系列的な変化を検討した。

　分析の結果、まず⑴メディア利用については、「テレビ視聴」「ニュースサイト閲覧」「新聞閲読」

の順に多くなっており、各メディアの接触時間はCOVID–19の感染状況に応じて変化していた。次に、

⑵COVID–19に関する情報源については、「テレビのニュース・テレビの情報番組」と「インターネッ

トのニュースサイト」が主に利用され、「新聞のニュース」と「家族・知人」が続いた。⑶

COVID–19報道に対する評価では、3回の調査において共通して、「社会を不安にさせている」「独自

取材による報道が少ない」「興味本位で伝えられている」の3項目の回答率が高く、総じて否定的評

価が目立った。最後に⑷マスコミおよびインターネットに対する評価については、「マスコミの世論

に対する影響は大きい」という評価のもと、調査回を追うごとにマスコミ報道に対する評価は厳しく

なっていった。他方で、COVID–19感染防止に対する有用性においては、マスコミよりインターネッ

トの評価が高いという結果を得た。

　前稿は、メディアの利用と評価に関する全体的な傾向を捉えたものである。そこで本稿では、マス

コミおよびインターネットの評価に関わる他の変数（回答者の属性、メディア利用状況、COVID–19

に関連する知識量）との関連性を明らかにした。

２．調査の概要

⑴　調査の概要

　本稿では、人びとのCOVID–19報道にみるメディア利用と評価を時系列的に把握するため「新型コ

ロナウイルスの報道に関する調査」を行い、その一部データを用いた。調査は調査会社マクロミルの

ウェブサイトにおいて、モニター登録している東京在住の20～79歳の男女1,036人を対象に、3回行っ

た（第1回は2020年2月28～29日、第2回は同年5月28～30日、第3回は2021年2月15～17日）。なお、

２�　総務省（2020）によるCOVID–19に関する情報流通調査や、日本新聞協会（2020）によるCOVID–19とメディ
ア接触・信頼度調査、NHK放送文化研究所（2020；2021）によるCOVID–19を報道するテレビとソーシャルメディ
アの実態やCOVID–19の影響を検証した調査などが事例としてあげられる。
３�　総務省（2021）は、COVID–19と米国大統領選挙に関するデマやフェイクニュースの実態把握を目的とした
調査を2020年5月と2021年3月に実施し、その中でCOVID–19関連情報への接触頻度や情報源、日常生活での
行動変容、メディア評価を行っている。
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各回において調査対象者を抽出しているため、母集団と調査対象者はそれぞれ異なる。標本抽出は男

女年代別の均等割付けで行った。

　以下の分析では、2020年2月28～29日の実査は「第1回調査」、同年5月28～30日の実査は「第2

回調査」、2021年2月15～17日の実査は「第3回調査」と記す。

⑵　調査項目

　調査の項目は、「メディア接触」「COVID–19に対する知識」「COVID–19に関わる情報源と情報ニー

ズ」「COVID–19報道への評価」「マスコミやインターネットに対する意見」「COVID–19に対する不

安の有無とその理由」「個人的な感染予防策」「直近１か月の移動経験」「基本属性」などである。そ

のうち本稿の分析では、「メディア接触」「COVID–19に対する知識」「マスコミやインターネットに

対する意見」を用いた。

⑶　調査対象の性別および年代の構成

　3回の調査いずれも男女年代別に均等割付けして標本抽出したため、調査対象者（ｎ=1,036）の性

別および年代の構成比に違いはない。

　調査対象者の内訳は、男性と女性それぞれ20歳代が86人、30歳代が86人、40歳代が87人、50歳代が

87人、60歳代が86人、70歳代が86人で、合計すると男性518人、女性518人の総計1,036人を標本とし

て抽出した。

３．分　析

　報道の信頼性やCOVID–19感染拡大防止への寄与、世論への影響など、マスコミとインターネット

の報道評価を尋ねる8項目（表1参照）を通して、人びとのCOVID–19報道を含むマスコミとインター

ネットに対する報道評価について検討した。なお、COVID–19について「名前だけは聞いたことがあ

る」もしくは「名前も聞いたことがない」回答者は分析から除外した。

　分析では、5段階尺度で得た回答データについて「とてもそう思う」は2点、「まあそう思う」は

1点、「どちらともいえない」は0点、「あまりそう思わない」は－1点、「全くそう思わない」は	

－2点とそれぞれスコアを与え、平均スコアを算出した。平均スコアはその値が高いほど、マスコミ

とインターネットの報道評価を尋ねる評価項目で示した考え方に近いことを示す。また、メディアの

利用状況別分析では、各メディアの回答分布のほぼ中位にあたるカテゴリーを用いて分類した。

⑴　性別および年代からみたマスコミとインターネットの報道評価

①性別にみるマスコミとインターネットの報道評価

　マスコミの報道評価に対する5項目（表1のａ～ｅ）を比較してみると、調査回にかかわらず、男
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性と女性いずれも「ｅ　マスコミの世論に対する影響は大きい」と考える傾向が最も強く、次いで「ｂ

　マスコミは事実を誇張して報道している」も強かった。他方で、「ａ　マスコミは事実を曲げずに

報道している」と「ｄ　マスコミの情報は信頼できる」は、調査回にかかわらず、男性と女性いずれ

も平均スコアがマイナスであり、特に男性の平均スコアの値は低い。

　この結果からは、性別を問わず、世論に対するマスコミの影響力の強さが認識される一方で、事実

を曲げ、誇張して伝えたり、情報が信頼できないといった厳しい評価が垣間見られる。特に男性のマ

スコミに対する報道評価は厳しい。

　「ｃ　マスコミ報道は新型コロナウイルスの感染拡大の防止に役立っている」については、その平

均スコアをみる限り、世論への大きな影響力が人びとに意識されるに比して、男女ともマスコミ報道

のCOVID–19感染防止への寄与は評価していない。また、いずれの調査回でも、女性よりは男性にお

いて感染防止への寄与の評価は低かった。

　次にインターネット4の報道評価に対する3項目（表1のｆ～ｇ）を比較する。「ｇ　インターネッ

トの情報は信頼できる」は、いずれの調査回も性別にかかわらず平均スコアはマイナスを示し、イン

ターネットの情報に対する信頼は低い。

　他方「ｈ　インターネットの世論に対する影響は大きい」は、いずれの調査回も性別にかかわらず

平均スコアはプラスを示し、かつ男性よりも女性においてインターネットによる世論への影響力が評

価されている。ただし、第3回調査は他の調査回よりは平均スコアが僅かに下がる。また、マスコミ

報道での世論に対する影響力（表1のｅ）と比べると、いずれの調査回も性別にかかわらず、その平

均スコアは低く、マスコミほどインターネットによる世論に対する影響力は評価されていない。

　「ｆ　インターネットは新型コロナウイルスの感染拡大の防止に役立っている」については、いず

れの調査回も性別にかかわらず平均スコアはプラスを示し、インターネットによる感染防止への寄与

は評価されている。また、マスコミ報道の感染防止への寄与に対する評価（表1のｃ）と比べると、

いずれの調査回も性別にかかわらず平均スコアが下回ることはなく、マスコミよりインターネットに

よる報道が評価されている。

　これらの結果から、インターネットの世論に対する影響は男性より女性での評価が高いものの、情

報に対する信頼は性別にかかわらず低い。また、COVID–19感染防止への寄与という、個人の行動に

直接関わる点については、性別を問わずインターネットの有用性が高く評価される（表1参照）。

②年代別にみるマスコミとインターネットの報道評価

　マスコミの報道評価に対する5項目（表2のａ～ｅ）については調査回にかかわらず、いずれの年

代も「ｅ　マスコミの世論に対する影響は大きい」と答える傾向が最も強く、特に40代以上での高い

４�　調査の設問では「インターネット」について規定していない。公式サイトからSNS等の個人発信まで、回答
者の想像に委ねた。ただし、メディア利用に関わる設問でインターネットのニュースサイト利用についてたず
ねている。
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評価が目立った。

　「ｂ　マスコミは事実を誇張して報道している」の平均スコアは、調査回かつ年代にかかわらず、

いずれの値もプラスを示した。なかでも20代・30代の若年層は調査回にかかわらず一貫してプラスの

スコアが高く、マスコミが事実を誇張して報道していると考えている。他方、70代はプラスのスコア

が一貫して低いことから、マスコミ報道を一定程度評価していると言える。その他の年代については、

調査回によって評価が流動的で一貫していない。「ｄ　マスコミの情報は信頼できる」については、

調査回にかかわらず、マスコミの情報を信頼できないと評価する若年層と、信頼できると評価する60

代・70代の高齢層で、評価が拮抗している。この年代層による評価の相違は、「ｂ　マスコミは事実

を誇張して報道している」でも同様にみられる。全体的にマスコミ報道の評価が高い高齢層と、評価

が低い若年層という傾向が強く表れており、年代による評価の違いがみられる。

　「ｃ　マスコミ報道は新型コロナウイルスの感染拡大の防止に役立っている」については、その平

均スコアをみる限り、世論への大きな影響力が人びとに意識されているにもかかわらず、いずれの年

代もマスコミ報道のCOVID–19感染防止への寄与は高く評価していない。ただし、若年層よりも高齢

層で感染防止への寄与を評価している。

　次に、インターネットの報道評価に対する3項目（表2のｆ～ｈ）を比較する。「ｇ　インターネッ

注）上段：平均スコア、下段：標準偏差

表1　性別　マスコミおよびインターネットの報道評価
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トの情報は信頼できる」は、いずれの調査回においても、他の2項目（ｆ、ｈ）よりマイナスの平均

スコアが目立ち、インターネットの情報に対する信頼は低い。ただし、年代ごと3回の調査の推移を

みると、40代と70代では信頼できるという回答の低さが僅かに減少する。

　「ｈ インターネットの世論に対する影響は大きい」は、いずれの調査回も年代にかかわらず平均

スコアはプラスを示し、世論に対する影響の大きさが評価されている。ただし、年代ごと3回の調査

の推移をみると、30代を除く年代で平均スコアがわずかに減り、世論に対する影響の大きさへの評価

に年代による変化がみられる。

　「ｆ　インターネットは新型コロナウイルスの感染拡大の防止に役立っている」も、いずれの調査

回も年代にかかわらず平均スコアはプラスを示し、インターネットによる感染拡大防止への寄与は評

価されている。また、マスコミ報道の感染防止への寄与に対する評価（表2のｃ）と比べると、いず

れの調査回も、若年層ではマスコミよりインターネットによる報道を評価しているのに対し、高齢層

ではインターネットよりマスコミによる報道を評価する傾向にある。

　年代に関わらずインターネットの世論に対する影響は高く評価されるものの、インターネットの情

報に対する信頼は低い。また、COVID–19感染拡大防止への寄与については、若年層でインターネッ

トの有用性を高く評価している。他方、高齢層でのマスコミ支持は高く、感染拡大防止への寄与につ

いても有用性を評価している（表2参照）。

⑵　メディア利用状況別にみるマスコミとインターネットの報道評価

　新聞、テレビ、インターネットのニュースサイトの利用状況別に、マスコミとインターネットの報

道評価の違いについて確認した。新聞については、閲読時間を問わず平日の閲読の有無別に、「新聞

を読まない」と「新聞を読む」に分類した。テレビは平日の視聴時間、2時間を境に、視聴しないを

含めた「2時間未満」と「2時間以上」に分けた。インターネットのニュースサイトも同様に、平日

の閲覧時間30分を境に、閲覧しないを含めた「30分未満」と「30分以上」に分類した。さらに本稿で

は、「新聞を読む」、テレビ視聴が「2時間以上」、インターネットのニュースサイトの利用が「30分

以上」の利用者を利用層、「新聞を読まない」、テレビ視聴が「2時間未満」、インターネットのニュー

スサイトの利用が「30分未満」の利用者を非利用層と示す。

①マスコミの報道評価

　各メディアの利用別にマスコミの報道評価に対する5項目（表3のａ～ｅ）について、全体的にス

コアが高い順にみる。「ｅ　マスコミの世論に対する影響は大きい」については、新聞の利用層および、

テレビの利用層の方がスコアは高く、それぞれ利用している人ほど影響は大きいと考えている。この

評価にインターネットのニュースサイト（以下、ニュースサイト）の利用の有無は作用しない。時系

列に利用層と非利用層のスコア差をみると、第1回調査、第2回調査に比べると、第3回調査では利

用層間のスコア差は小さくなる。
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注）上段：平均スコア、下段：標準偏差

表2　年代別　マスコミおよびインターネットの報道評価
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　次に「ｂ　マスコミは事実を誇張して報道している」については、新聞とテレビの非利用層、ニュー

スサイトの利用層でスコアが高い。ｂと関連する「ａ　マスコミは事実を曲げずに報道している」に

ついても同様の傾向がみられる。ａは総じてマイナス・スコア傾向ではあるものの、なかでも新聞と

テレビの非利用層でマイナス・スコアが高い。また、ニュースサイトの利用層は第3回調査を除いて、

マイナス・スコアが高くなっている。

　次にマスコミの効用評価「ｃ　マスコミ報道は新型コロナウイルスの感染拡大防止に役立っている」

については、新聞およびテレビの利用層で評価が高い。なかでも第2回調査のスコアが最も高く、第

3回調査、第1回調査と続く。第2回調査は2020年5月末に実施しており、緊急事態解除宣言が解除

された時期と重なることから、新聞とテレビの利用層から効用が高く評価されたと推察できる。ニュー

スサイトの利用層については、第3回調査では利用層がマスコミの効用を高く評価しているものの、

利用層と非利用層間のスコア差はあまりない。

　最後に「ｄ　マスコミの情報は信頼できる」については、新聞とテレビの利用層の方が非利用層に

比べてスコアは高いものの、それでも全体的評価は低く、利用層においてもマスコミの信頼度が特に

高いわけではない。

②インターネットの報道評価

　各メディアの利用別にインターネットの報道評価に対する3項目（表3のｆ～ｈ）についてみてみ

る。「ｈ　インターネットの世論に対する影響力は大きい」については、メディア利用による大きな

差はみられず、「ｅ　マスコミの世論に対する影響は大きい」には及ばないが、すべての層で評価が

高い。時系列に確認すると、第1回調査、第2回調査に比べると第3回調査のスコアは若干下がる。

　次に「ｆ　インターネットは新型コロナウイルスの感染拡大の防止に役立っている」については、

新聞およびテレビの非利用層とニュースサイトの利用層でスコアが高い傾向にあり、マスコミの感染

拡大防止の評価スコアを上回る。他方、前掲のとおり、新聞およびテレビの利用層はマスコミの感染

拡大防止への寄与の評価が高く、インターネットの評価スコアは下がる。つまり、マスコミまたはイ

ンターネットの感染拡大防止への寄与については、受け手のメディア利用状況が評価に作用している

といえる。

　最後に「ｇ　インターネットの情報は信頼できる」は、インターネットの報道評価に関する3項目

のうち、全3回の調査において、すべての層でマイナス・スコアを示す項目であることから、インター

ネットの情報への信頼度は低い。ニュースサイトの利用別にみると、非利用層の方がマイナス・スコ

アは高く、非利用層に比べると利用層の信頼スコアは高い傾向にあるといえる。

⑶　COVID–19に関わる知識量別にみるマスコミとインターネットの報道評価

　本節では受け手が持つCOVID–19の知識量がマスコミおよびインターネットの報道評価にどのよう

に作用しているのかを検討した。知識量については、「あなたが新型コロナウイルスについて知って
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注）上段：平均スコア、下段：標準偏差

表3　メディア利用状況別　マスコミおよびインターネットの報道評価
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いることをお選びください。」という設問に対し、第1回調査と第2回調査では8項目の回答選択肢

のなかから知っているものを複数回答してもらった。第3回調査では、調査時期にあわせて、前掲の

8項目に2項目追加して同様に回答してもらった（表4参照）。この回答数の中央値を基準に受け手

の知識量をもとに層化した。第1回調査と第2回調査は、COVID–19に関わる知識が6つ以下を「知

識小」、7つ以上を「知識多」とし、第3回調査では、8つ以下を「知識小」、9つ以上を「知識多」

としている。

①マスコミの報道評価

　「ｅ　マスコミの世論に対する影響は大きい」は、全ての調査回で知識が多い層において、スコア

が高く、マスコミの影響力を認識している。ただし、「ｂ　マスコミは事実を誇張して報道している」

については、第1回調査では知識量の差によるスコアの違いはないが、第2回調査以降では知識が多

い層で、スコアが上回っており、受け手が知識を持ったうえで、マスコミの事実を誇張する報道を感

じていることがわかる。また、「ａ　マスコミは事実を曲げずに報道している」は総じてマイナス・

スコアであることから、真実を報道しているという点に不信感を持っている受け手が多いことを示し

ており、とくに知識が少ない層においてその傾向は強い。ａとｂを受けて「ｄ　マスコミの情報は信

頼できる」をみると第1回調査と第2回調査では知識量によるスコアの大きな差はなく、第3回調査

では知識が少ない層でマイナス・スコアが高くなる。知識が多い層では第1回調査から第3回調査に

かけてスコアの増減は少なく一定の評価をしているが、知識が少ない層に比べ大差はない。「ｃ　マ

スコミ報道は新型コロナウイルスの感染拡大防止に役立っている」については、第1回調査と第2回

調査では知識が多い層で評価が高く、なかでも第2回調査のスコアは高い。しかし、第3回調査にな

注1）〇は回答選択肢として設定した知識
注2）「11.名前だけは聞いたことがある」「12.名前も聞いたことがない」はカウントから除外した。

表4　調査回別　COVID–19に関わる知識をたずねる項目
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ると知識量による評価の差はない。

②インターネットの報道評価

　「ｈ　インターネットの世論に対する影響力は大きい」については、いずれの調査回も知識が多い

層が、知識が少ない層のスコアを上回る。特に第1回調査と第2回調査のスコアは高く、この評価の

傾向はマスコミの世論に対する影響力と同じである。「ｆ　インターネットは新型コロナウイルスの

感染拡大の防止に役立っている」については、第2回調査では知識が多い層は知識が少ない層のスコ

アを上回り、感染拡大の防止に寄与すると評価しているものの、その他の調査回では知識量による差

はみられない。さらに、マスコミ報道の感染拡大防止への寄与に比べると、すべての層でインターネッ

トの有用性を高く評価していることがわかる。また「ｇ　インターネットの情報は信頼できる」のス

注1）上段：平均スコア、下段：標準偏差
注2）�第1回および第2回調査の知識小はCOVID–19に関わる知識が6つ以下、知識多は7つ以上の回答者を、

第3回調査の知識小は8つ以下、知識多は9つ以上の回答者を指す。

表5　 COVID–19に関わる知識量別　マスコミおよびインターネットの報道評価
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コアはマイナスであるが、知識量別にみると必ずしもマスコミの信頼度の方が高いわけではない。第

1回調査では、知識が多い層でインターネットの情報の信頼度は低く、マスコミの情報への信頼度は

高いが、第2回調査以降になると、インターネットの情報の信頼度に対し知識量は作用しておらず、

インターネットの情報よりマスコミの情報の方が信頼できない結果を得た。

　マスコミやインターネットの報道評価には、受け手が持つ知識量が関連するという視座から分析を

進めたが、COVID–19に関わる知識量は評価に作用せず、受け手が持つ先有傾向が影響している可能

性がある。また、今回の調査ではインターネットについて規定していないため、インターネットには

公式サイトから個人が発信するSNSまで含まれる。そのため、インターネットの情報への信頼度に

ついてはCOVID–19に関わる情報源との関連性を確認する必要がある。

おわりに

　本研究は、3回の調査を行い、ニュースや報道が伝えるCOVID–19に関する情報を人びとがどのよ

うに評価しているかを明らかにしようとしている。本稿では、属性（性、年代）、メディア利用状況、

COVID–19に関する知識量に着目して分析を行い、いくつかの結論を得ることができた。マスコミと

インターネットの報道評価には属性が作用しており、とくに20代・30代の若年層と60代・70代の高齢

層で評価が拮抗する。さらに年代はメディア利用状況と関連しており、新聞やテレビの利用層とニュー

スサイトの利用層でも評価が分かれる。しかしながら、COVID–19に関する知識量は評価に作用せず、

知識の多少にかかわらずインターネットの有用性を評価する結果となった。

　2021年12月現在、新たな変異株が出現し、コロナ感染症は未だ収束が見えない。3回目のワクチン

接種についても人びとの関心を集めている。このような状況において、メディアが伝える情報を分析

し、情報に対する受け手の評価や情報行動を明らかにすることは、マス・コミュニケーション研究の

重要なテーマといえる。今後も継続して研究を行っていきたい。
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【Abstract】

Audience Evaluation of COVID–19 Reports（２）

� Naoko OTANI
� Yumi SHIKATA
� Yasuhiro KAWASHIMA
� Takayuki KAWAKAMI

　This paper analyzes data obtained from surveys on public perception and assessment of media 

coverage of the coronavirus （Covid–19）, which has continued to spread since the first case was 

confirmed in Japan in January 2020. The surveys were conducted over three different time 

periods （February 2020, May 2020, and February 2021）.

　In our previous study （“Audience Evaluation of COVID–19 Reports” The Bulletin of Faculty of 

Sociology, Toyo University 59⑴, we examined whether changes could be observed over time, 

focusing on the following four points: ⑴ frequency of media contact, ⑵ information sources about 

Covid–19, ⑶ public perception and assessment of Covid–19 coverage, and ⑷ public perception 

and assessment of the mass media and the Internet.

　Based on the results, this paper examines differences in public perception of COVID–19 coverage, 

depending on respondents’ demographics, media preferences, and knowledge of COVID–19.


